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全
世
界
で
刻
々
と
数
を
減
ら
し
て
い
る
動
物
種
が
い
て
、レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
と
か
いっ
て
絶
滅
が
危
ぶ
ま
れ
る
物
を
指
示
し
て
は
捕
ま
え
た
り
、

飼
っ
た
り
、輸
出
入
し
て
は
い
け
な
い
と
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。い
っ
た
い
何
頭
あ
る
い
は
何
匹
、何
羽
に
落
ち
込
む
と
も
は

や
回
復
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。勿
論
そ
れ
は
動
物
種
や
地
域(

環
境)

や
、気

候
の
変
化
な
ど
複
雑
な
要
因
が
関
わ
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
し
、数
理
統

計
的
な
考
察
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、何
か
納
得
で
き
る
よ
う
な
説
明
が
聞

か
れ
な
い
。ア
フ
リ
カ
の
湖
な
ど
に
気
持
ち
が
悪
く
な
る
ほ
ど
大
集
団
を

な
し
て
い
る
ペ
リ
カ
ン
や
、洞
窟
の
天
井
を
び
っし
り
と
埋
め
尽
く
し
て
い

る
コ
ウ
モ
リ
も
い
る
。我
が
国
で
も
餌
付
け
し
て
、一万
羽
を
超
え
る
鶴
が

飛
来
す
る
場
所(

鹿
児
島)

が
あ
る
か
と
思
え
ば
、精一杯
保
護
し
て
も
年

々
減
る
ば
か
り(

山
口)

と
い
う
場
所
も
あ
る
。絶
滅
し
か
か
っ
て
い
た
ア
ホ

ウ
ド
リ
や
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー(

バ
イ
ソ
ン)

の
数
を
回
復
さ
せ
た
成
功
例
も
あ

る
。細
々
な
が
ら
ト
キ
や
狼
を
他
所
か
ら
導
入
し
て
絶
え
な
い
よ
う
に
守

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
人
間
が
獲
物
と
し
て
獲
り
す
ぎ
た
こ
と
や
、化
学
物
質
の
散
布
で
環
境

を
乱
し
た
な
ど
と
、明
ら
か
な
原
因
が
分
か
っ
て
い
る
の
は
ま
だ
し
も
納

得
が
ゆ
く
。し
か
し
、ど
う
し
て
も
う
増
え
な
い
の
か
理
由
が
分
か
ら
な
い

こ
と
の
方
が
多
い
よ
う
だ
。人
間
の
集
団(

人
種
、民
族)

で
も
保
護
政
策
の

効
果
が
な
く
て
、も
う
消
滅
し
て
ゆ
くし
か
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

全
体
の
数
が
あ
る
程
度
以
上
な
い
と
、近
親
結
婚
が
多
く
な
っ
て
、遺
伝

子
的
に
お
か
し
く
な
る
か
ら
と
い
う
説
も
も
っ
と
も
な
話
で
は
あ
る
。

　
進
化
や
分
化
に
よ
っ
て
多
様
性
が
進
む一方
だ
か
ら
、退
化
し
た
り
絶

滅
す
る
種
も
あ
っ
て
も
いい
の
さ
、と
い
う
説
も
も
っ
と
も
ら
し
い
。

　
こ
う
い
う
動
物
種
の
話
に
限
ら
ず
、会
社
と
か
学
校
と
か
社
会
的
な
集

団
の
成
長
と
消
滅
で
も
、例
え
ば
昔
か
ら
の
超
有
名
な
会
社
も
実
は
２
５

年
周
期
く
ら
い
で
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
。カ
メ
ラ
や
時
計
の
メ

ー
カ
ー
の
主
力
商
品
が
別
の
物
に
な
っ
て
い
た
り
と
か
。話
が
飛
び
す
ぎ

る
が
私
共
の
学
校
も
刻
々
と
変
化
し
て
ゆ
か
な
い
と
、レ
ッ
ド
デ
ー
タ
種

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」

学
院
長　
牧
田
登
之

３
月
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　春の到来を少しずつ肌で感じられるようになってきた昨今、インコのりっちゃんがさえずる中、３期生を晴れ
て社会へと送り出すことが出来ました。開校以来の少人数学年でしたが内容の濃い２年間となり、少数精鋭
部隊と胸を張って送り出すことの出来る素晴らしい学生たちでした。学院長賞は松岡麻里さん(福智高等学校
卒業)、皆勤賞は山下亜莉沙さん(佐賀県立鳥栖商業高等学校卒業)でした。
　3期生入学当初から少人数ということで、これまでの学生が皆で分担していたところを広範囲で自分でしな
ければならなかったり、率先して行動すると負担が大きくのしかかってしまったりと、本来ならもう少し負担が
軽くて済んだのかもしれませんが、大人数なら大人数の、少人数なら少人数の、それぞれの苦悩があるという
ことを3期生と4期生を見ていると感じさせられます。自分を取り巻く環境が少しでも良い方にと思うのは当然
ですが、理想的な環境に身を置くことが当たり前に叶う世の中ではありません。これから出会う環境に自分を
失わずに順応すると言うと難しいことのように思えますが、周囲の人を認め、助け合うこと、簡単に諦めたり投
げ出したりしないようにと学院長からのメッセージがありました。今はまだ、手にした資格や経験の意味を感
じることは出来ないかもしれませんが、何年も先の未来では知らず知らずのうちにその経験が活きてきます。
　これから「福岡動物病院看護士学院」のカラー(オーラ)を発揮して行くであろう卒業生たちが、胸を張って
生きてゆくことを願います！

　今年は謝恩会を学院で開催いたしました。手作り感満
載な会場でしたが、例年以上の在校生の協力で華やかな
謝恩会となりました。学院長の挨拶のもと“幸せの青いビ
ール”といわれる「サムシングブルー」で乾杯、ビンゴゲーム
や思い出写真のスライドショー上映などを行いました。

第三回福岡動物病院看護士学院卒業式を
２００９年３月６日(金)１３時より執り行いました。

第三回卒業式

謝恩会謝恩会謝恩会謝恩会謝恩会

↓卒業生代表挨拶は我有俊哉くん。

御卒業おめでとうございます。
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動物看護師の
卵たち

現王園 祐介現王園 祐介現王園 祐介

　全国のモニターを対象に「ペットにかける年間費用について」という調査を行ったアニコム損害保険によると、
２００８年と２００９年を比較すると犬猫ともに年間支出が前年を２０％以上も増加していることが分かっ
た。特に「病気やケガの治療費」や「フード・おやつ」に関する費用が大幅に増加傾向にある。年間の平均合計
支出は、犬が２４万８０００円、猫が１２万８０００円とかなりの高額で、いずれも約２０％の増加となっている。
 また、ペットの「健康と食」に対する意識も高まりを見せており、「病気やケガの治療費」「ワクチン・健康診断
等の予防費」「シャンプー・カット・トリミング費」など、健康に関連する費用について上昇傾向が見られる。治
療費については年間５万円を超える出費をした飼い主の割合が全体の１０％から１８％に増加している。

ペットにかける年間支出、不況下でも２０％増加！

特
別
編

〜
研
修
に
行
っ
て
み
て
〜

　
初
め
て
の
病
院
実
習
を
体
験
し
て
み
て
、

自
分
で
想
像
し
て
い
た
病
院
と
実
際
に
行
っ

て
み
た
病
院
と
で
は
印
象
が
全
然
違
う
事
が

一
番
最
初
に
感
じ
た
こ
と
で
す
。ま
ず
、朝
の

最
初
の
仕
事
は
清
掃
か
ら
始
ま
り
、先
生
の

指
示
で
入
院
し
て
い
る
ペッ
ト
達
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
撮
る
手
伝
い
を
し
た
り
、餌
を
あ
げ
た
り

し
ま
す
。そ
の
合
間
に
先
生
に
色
々
聞
い
た
り
、

働
い
て
い
る
看
護
師
の
方
か
ら
看
護
師
の
仕

事
の
こ
と
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。学
校
で
は

学
べな
い
よ
う
な
話
も
い
っ
ぱ
い
聞
け
て
、す

ご
く
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。病
院
実
習
が
始

ま
る
前
の
日
は
緊
張
し
す
ぎ
て
寝
れ
な
か
っ

た
り
し
ま
し
た
が
、い
ざ
行
っ
て
み
る
と
先
生

も
看
護
師
の
方
も
す
ご
く
優
し
く
、い
ろ
い
ろ

教
え
て
く
れ
て
行
って
良
か
っ
た
と
す
ご
く
思

い
ま
し
た
。ま
だ
実
習
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、こ
れ
か
ら
、も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
の

話
を
聞
い
た
り
見
た
り
す
る
中
で
多
く
の
こ

と
を
学
び
、自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
て
、４
月

か
ら
２
年
生
と
し
て
学
生
生
活
最
後
の一
年

間
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

2009年度日本小動物獣医師会年次大会の発表準備をしています。

鹿児島県立開陽
　高等学校卒業

　昨年7月20日東京で開催された発表会に当学院からは、樋口亮太君（佐賀
大学卒業）が「先天性腎不全の病名で学院飼育犬となったラブラドルレトリー
バの症状経過と病理解剖所見」について発表しました。今年度の発表会は7月
19日から20日まで福岡国際会議場で開催され、当学院の生徒は会場案内の
手伝いなどで大部分の生徒が参加する予定です。発表で参加する生徒は現在
以下の三名を予定しています。
　①昨年の11月に大阪のグランキュ―ブで開催された動物臨床医学会で簡
易型尿中過酸化水素測定法のイヌ、ネコへの応用について現王園祐介君（鹿

児島県立開陽高等学校卒業）が発表した同様の手法で、今回は市販されているヒト用の唾液中アミラーゼの活
性値を測定することで、ストレスの指標となるか否かを吉原菜穂子さん（福岡大学卒業）が発表する予定です。
②同じく高倉広和君（九州工業大学卒業）が発表した電子負荷療法の
イヌ、ネコへの応用と同様の手法を用いて、今回はドイツ製のエアナジー
プラスという機械で作成した抗酸化水を飲ませたり、あるいは抗酸化水
蒸気を吸引させたときにストレスの軽減効果があるか否かを尿中の過酸
化水素測定法で測定した結果を土肥和徳君（創成館高等学校卒業）が
発表する予定です。③もう一人は上野彰子さん（福岡雙葉学園高等学
校卒業）が春休みの病院実習で、沖縄のながみねどうぶつクリニックに
行く予定ですが、その病院は天然記念物の「ヤンバルクイナ」を保護飼育
している病院としても有名なので、病院実習を通して「ヤンバルクイナ」の
特性や問題点、怪我の治療法などを具体的に報告する予定です。

日本小動物獣医師会発表のお知らせ日本小動物獣医師会発表のお知らせ日本小動物獣医師会発表のお知らせ日本小動物獣医師会発表のお知らせ日本小動物獣医師会発表のお知らせ

不況に強い!?
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stopstop

オープンキャンパス開催編
集
後
記

3 月 25 日 ( 水 )　13：00～3 月 25 日 ( 水 )　13：00～

「神経による調節」
講 師  権 田 辰 夫  副 学 院 長

3 月 26 日 ( 木 )　13：00～3 月 26 日 ( 木 )　13：00～

「内分泌による調節」
講 師  権 田 辰 夫  副 学 院 長

etc...

福岡動物病院看護士学院0120-391-700

 昨年６月に学院前で交通事故にあったと思われる仔猫を保護して早１０ヶ月が経ちました。２ヶ月ほどでむき出しになっていた足の 昨年６月に学院前で交通事故にあったと思われる仔猫を保護して早１０ヶ月が経ちました。２ヶ月ほどでむき出しになっていた足の
骨も、傷が何処だったか分からないくらい綺麗に回復しました。それから里親捜しに乗り出すもなかなか引取先が決まらず、また学院骨も、傷が何処だったか分からないくらい綺麗に回復しました。それから里親捜しに乗り出すもなかなか引取先が決まらず、また学院
猫との折り合いも悪いので学院猫舎にも入れず、学生食堂ですくすく(ぬくぬく？)過ごしていました。今年初めに特別実習で避妊手術猫との折り合いも悪いので学院猫舎にも入れず、学生食堂ですくすく(ぬくぬく？)過ごしていました。今年初めに特別実習で避妊手術
も終え、この先どう飼っていくべきかと検討していたところ、ペット可アパートに越して、受け入れ準備万端の４期生、堤成美さん(福岡も終え、この先どう飼っていくべきかと検討していたところ、ペット可アパートに越して、受け入れ準備万端の４期生、堤成美さん(福岡
県立八女農業高等学校卒業)が里親に名乗り出てくれました。県立八女農業高等学校卒業)が里親に名乗り出てくれました。名前も「堤ミケ」に決定。在学中は堤成美さんと共に学校に通うそうで、名前も「堤ミケ」に決定。在学中は堤成美さんと共に学校に通うそうで、
別れが来ると思っていた学院にとってもなんだか嬉しく、これからも見守っていきたいと思っています。これまで三毛猫の行く末をご別れが来ると思っていた学院にとってもなんだか嬉しく、これからも見守っていきたいと思っています。これまで三毛猫の行く末をご
心配いただいた皆様に紙面ではございますがお礼申し上げます。心配いただいた皆様に紙面ではございますがお礼申し上げます。

 昨年６月に学院前で交通事故にあったと思われる仔猫を保護して早１０ヶ月が経ちました。２ヶ月ほどでむき出しになっていた足の
骨も、傷が何処だったか分からないくらい綺麗に回復しました。それから里親捜しに乗り出すもなかなか引取先が決まらず、また学院
猫との折り合いも悪いので学院猫舎にも入れず、学生食堂ですくすく(ぬくぬく？)過ごしていました。今年初めに特別実習で避妊手術
も終え、この先どう飼っていくべきかと検討していたところ、ペット可アパートに越して、受け入れ準備万端の４期生、堤成美さん(福岡
県立八女農業高等学校卒業)が里親に名乗り出てくれました。名前も「堤ミケ」に決定。在学中は堤成美さんと共に学校に通うそうで、
別れが来ると思っていた学院にとってもなんだか嬉しく、これからも見守っていきたいと思っています。これまで三毛猫の行く末をご
心配いただいた皆様に紙面ではございますがお礼申し上げます。

 

４
周
年
の
最
終
号
で
４
８
号
と
な
り
ま
し
た
。ま
だ
三
寒
四
温
と

も
言
い
か
ね
る
時
候
で
す
が
、日
本
も
南
北
の
差
が
大
き
い
の
で
、

地
域
的
に
は
梅
と
桜
が
同
時
開
花
し
て
い
る
よ
う
で
、確
か
に
冬
は

去
っ
た
と
い
え
ま
す
。学
院
も
２
月
の
第
３
週
に
期
末
テ
ス
ト
を
終

え
、春
休
み
に
入
っ
て
い
ま
す
。３
月
６
日
に
は
卒
業
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
の
卒
業
生
の
学
院
長
賞
は
松
岡
麻
里
さ
ん
、

二
年
間
の
皆
勤
賞
は
山
下
亜
莉
沙
さ
ん
、答
辞
は
我
有
俊
哉
君
で

し
た
。そ
の
卒
業
式
の
前
後
に
は
看
護
学
会
や
日
本
小
動
物
獣
医

師
会
の
動
物
看
護
師
認
定
試
験
で
す
。昨
年
同
様
に
全
員
合
格
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
春
の
卒
業
生
は
当
学
院
の
歴
史
上
最
少

人
数
で
す
の
で
、１
人
不
合
格
で
も
何
割
と
か
何
％
の
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、そ
の
替
わ
り
、全
員
合
格
も
充
分
あ
り
得
る
の

で
す
。一年
生
も
年
度
末
に
か
け
て
、最
初
の
病
院
実
習
を
控
え
て
い

ま
す
。中
に
は
ヤ
マ
ネ
コ
や
野
鳥
の
観
察
や
野
生
動
物
の
手
当
の
研

修
に
出
か
け
る
生
徒
も
い
ま
す
。来
月
号
に
は
そ
れ
ら
の
体
験
記
が

本
誌
を
飾
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

福
岡
動
物
病
院
看
護
士
学
院　
広
報
課

　２年間の締めとなる最後の講
義(後期期末試験最終日)は、例
年の如くトリマー資格取得試験
が行われました。
　結果は、全員基準を満たし「合
格」。ほっと胸をなで下ろしました
が、試験に臨むに当たって「これで最後」「資格試験」という意気込
みが強すぎたのか、時間配分を間違えたりいつも出来ているとこ
ろがおろそかになったりと、「普段はもっと出来るのに出来なかっ

た」という部分が多々見られ
たようです。この資格取得は
これから先の未来への通過
点に過ぎません。現状に満
足せず、切磋琢磨して自分を
伸ばしていって欲しいと願い
ます。

プロフェッショナルトリマーＣ級
ライセンス資格試験

　
九
州
電
力
＆
Ｊ
Ｒ
九
州
主
催
の

「
住
ん
で
eco乗
っ
て
eco」と
い

う
イ
ベ
ン
ト
に
、学
院
飼
育
ペ
ン
ギ

ン
も「
Ｃ
Ｏ
２
を
増
や
さ
な
い
で
」

「
僕
た
ち
の
命
は
自
然
環
境
に
大

き
く
左
右
さ
れ
ま
す
！
」と
い
う
メ

ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
ボ
ラ
ン
ティ

ア
参
加
を
致
し
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
プ・ザ・温
暖
化

里親が見つかりました。

楽しいョ
～


